
第一期スカラシップ・一般 

 

令和８年度 法科大学院入学者選抜試験問題 

 

民  法 

 
1. 試験開始の合図があるまで，この問題用紙の中を見てはいけません。 

2. 試験時間は90分です。 

3. 試験中に問題用紙の印刷不鮮明や解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知ら

せてください。 

4. 解答にあたっては，必ず黒か青のペンまたはボールペン(鉛筆は不可)を使用してください。 

5. 解答用紙に記入するときには，下記の点に注意してください。 

（1）受験番号・氏名を所定欄に記入してください。 

（2）解答用紙は，3 枚あります。すべての解答用紙に受験番号・氏名を記入し，ホチキスは，はず

さないで使用してください。 

（3） 訂正する場合は，＝線で消すなどして，分かりやすく訂正してください。 

（4） 解答用紙は，折り曲げたり汚したりしないでください。 

6. 問題用紙の余白等は適宜利用してかまいません。 

7. 試験終了後，問題用紙は持ち帰ってください。 
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【民   法】 

解答はすべて解答用紙の所定欄に記入しなさい。 

 

第１問 

次の各小問の文章は，民法に関するある内容について説明したものである。それぞれの末尾に記

載されている指示に注意しながら、各小問の（   ）に入る言葉を答えなさい。 

（各４点×10 問） 

 

（１）所有権者は、自由にその所有物の使用、収益及び処分をする権利を有するのが原則であるが、

宇奈月温泉事件に見られるように、社会観念上所有権の目的に違背し、その機能として許され

るべき範囲を逸脱する請求は、（    ）として認められないことがある。〔５字〕 

（２）社団としての実質を備えていながら法人格を取得していない団体を（   ）という概念で把

握し、一定の範囲で法人と同様に扱うことがある。〔８字〕 

（３）ある動産の所有権を有しない者との間で当該動産について売買契約を締結し、その契約に基づ

いて現実の引渡しを受けたときに、売主が所有者でないことについて善意かつ無過失であれば、

買主は当該動産の所有権を取得する。このような制度を、（   ）という。〔４字〕 

（４）建物の増築部分が既存の建物と別個独立の存在を有せず、その構成部分となっているときは、

増築部分は既存の建物の所有者の所有に帰属する。この制度を、（    ）という。〔２字〕 

（５）先取特権は、その目的物の売却、賃貸、滅失または損傷によって債務者が受けるべき金銭その

他の物に対しても行使できる。この権利のことを（   ）権という。〔４字〕 

（６）抵当権は、設定行為で定めるところにより、一定の範囲に属する不特定の債権を担保するため

にも設定できるが、このとき、（   ）を定めなければならない。〔３字〕 

（７）債権者は、一定の要件が満たされるとき、債務者が債権者を害することを知ってした行為の取

消しを裁判所に請求することができる。この権利を（   ）という。〔７字〕 

（８）Ａは、母Ｂから住宅取得資金 1000 万円を借りていたところ、Ｂが死亡し、ＡがＢを単独で相

続した。このとき、Ｂの債権は、（   ）により消滅する。〔２字〕 

（９）離婚は、一方配偶者から他方配偶者に対する離婚の訴えの結果として生じるときもあるが、当

事者の合意に基づく届出によって行われるときもある。後者を、（   ）という。〔４字〕 

（10）被相続人の配偶者は、被相続人の財産に属した建物に相続開始時に無償で居住していた場合に、

その建物について遺産分割をすべきときは、遺産分割が確定するか、相続開始時から６か月を

経過するまでは、その建物に無償で居住する権利を有する。これを、配偶者（   ）という。

〔５字〕 
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第２問 

次の各小問に答えなさい（それぞれ解答用紙の 10 行以内で記入すること）。 

（１）譲渡担保について、判例は、「所有権移転の効力は債権担保の目的を達するのに必要な範囲内

においてのみ認められる」としている。このように言うのは、何のためか。具体例を示しなが

ら、説明しなさい。（配点 20 点） 

 

（２）離婚における財産分与について説明しなさい。（配点 20 点） 

 

第３問 

Ａは、自分の所有する絵画甲の売却についての代理権を画商であるＢに与え、甲をＢに引き渡すと

ともに、売却を依頼し、さらに代金の受領権限をＢに与えた。甲の市場価格は 2000 万円であったが、

Ｂは、Ｃに対して、「Ａ代理人Ｂ」と名乗って、甲を 800 万円で買わないかと持ちかけ、Ｃはこれに

応じ、ＢＣ間で売買契約が締結された。Ｂは、とくにＣの利益を図ろうとする意思を有していなかっ

たが、Ｃは、その価格について、市場価格よりも安いことを認識していた。そして、甲はＣに引き渡

され、代金はＣからＢに支払われた。 

Ｂは、その 800 万円をＡに支払ったが、Ａは、甲は 2000 万円で売れたはずであると主張している。 

このとき、Ａ、Ｂ、Ｃの間の法律関係について説明しなさい。（配点 40 点） 

 

以 上 


